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協会からのご案内協会からのご案内

１　協会だより
２　当協会発行・編集出版物
３　当協会の国際連携のご紹介

１．お知らせ▲

�2019年主要行事予定
　次ページをご覧ください。

２．トピックス▲

�「名古屋シンポジウム」を開催しました
・開催日、場所：12月５日（水）、名古屋銀行協会

・テーマ　　　：日本経済をリードする東海地区の動向と2019年の展開

・パネリスト　：亀水晋氏　CMA（財務省 東海財務局長）

　　　　　　　　清水季子氏（日本銀行 名古屋支店長）

　　　　　　　　髙𣘺淳氏（経済産業省 中部経済産業局長）
・司会　　　　：山下雅弘氏（中日新聞 経済部長）

・後援　　　　：日本証券業協会、名古屋証券取引所、

　　　　　　　　名古屋銀行協会

・参加者　　　：99名

シンポジウム終了後に懇親会を開催しました。

協会だより1
１．お知らせ：2019年主要行事予定
２．トピックス：「名古屋シンポジウム」の開催／ACIIA理事会・臨時総会がブエノスアイレ

スで開催／ASBJ「金融商品に関する会計基準の改正についての意見の募集」について意
見書を提出／ IFRS財団基準諮問会議の当協会推薦委員が交代／当協会が提案した開示の
充実を図る会計基準の開発がスタート／「地区交流会」の活動状況／講演要旨／特別講演
会動画／ PB関連セミナーの動画、講演要旨

３．委員・会員の異動

協会だより1
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2019年主要行事予定

１月 ７月
○ポートフォリオ理論初級講座（19日、26日） ○第19回夏期SAAJセミナー
○第25回SAAJセミナー（22日） ○理事会

○ポートフォリオ理論初級講座（２日間）

２月 ８月
○大阪シンポジウム（６日） ○2019年度CMA第２次レベル通信教育講座開講
○デリバティブ初級講座（２日、16日） ○臨時総会、理事会
○第17回PBスクール ○デリバティブ初級講座（２日間）

３月 ９月
○運営委員会 ○�第20回SAAJ-日本ファイナンス学会共同セミ�

ナー○CIIA３月試験（国内・香港９日）
○理事会 ○第13回PBセミナー

○�CMA第１次レベル秋試験（国内・香港29日、�

ニューヨーク・ロンドン28日）

４月 10月
○第10回SAAJ国際セミナー（16日） ○ディスクロージャー優良企業選定結果発表
○シニアPB筆記試験（春試験・12日問題送付） ○第34回日本証券アナリスト大会（11日）
○�CMA第１次レベル春試験（国内・香港21日、�

ニューヨーク・ロンドン20日）

○シニアPB筆記試験（秋試験・11日問題送付）
○ASIF理事会・年次総会
○第19回PBスクール

５月 11月
○�2019年度CMA第１次レベル通信教育講座申込�

受付開始

○理事会
○ACIIA理事会、ILPIP会議

○理事会 ○松山シンポジウム

６月 12月
○証券アナリストジャーナル賞受賞論文発表 ○証券分析のための数学入門講座（２日間）
○2019年度CMA第１次レベル通信教育講座開講 ○名古屋シンポジウム
○�2019年度CMA第２次レベル通信教育講座申込�

受付開始
○�CMA第２次レベル試験（国内・香港２日、�

ニューヨーク・ロンドン１日）
○証券分析のための数学入門講座（２日間）
○定時総会
○ACIIA理事会・年次総会、ILPIP会議
○第18回PBスクール
○東海地区交流会創設10周年記念行事
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▲

�ACIIA（国際公認投資アナリスト協会）理事会・臨時総会がブエノス
アイレスで開催されました

　ACIIA理事会（会長：当協会前原専務理事）・臨時総会が11月29日（木）～ 30日（金）にアルゼンチ
ンのブエノスアイレスで開催されました。会議では、CIIAシラバス及びテキストの改訂手続が新たに決
定され、ESG項目の具体的な追加手順・試験導入時期が検討されたほか、ロシアのACIIAへの加盟が承
認されました。また、そのほかの国からの加盟希望、CIIA試験方法の在り方、ブラジル協会によるCIIA
試験受験者増加策、CIIA資格の規制当局・業界団体による認知の推進、SNSの運営、ACIIAの財政状況
等に関する報告、検討が行われました。
　このほか、11月29日（木）にCIIA試験用教材の提供を目的とする非営利法人ILPIP（国際証券アナリ
スト学習教材提供協会、本部スイス）の理事会が開催され、CIIAデジタル・ラーニング・プロダクト（動
画教材）の制作状況・配信方法／予定について報告がありました。また、同日、ACIIA会長、副会長、
理事会メンバー（欧州証券アナリスト協会連合会会長）とアルゼンチン協会のCIIA資格保有者との懇談
会が開催され意見交換が行われました。

▲

�ASBJ「金融商品に関する会計基準の改正についての意見の募集」に
ついて意見書を提出しました

　企業会計基準委員会（ASBJ）は、2018年８月30日に「金融商品に関する会計基準の改正についての

意見の募集」を公表し、各界からの意見を募集しました。当協会企業会計研究会では、これに対応して

意見書を取りまとめ、11月30日にASBJに提出しました。

　詳細は、協会ホームページ＞「金融・資本市場への情報発信」＞企業会計基準をご覧ください。

▲

�IFRS財団基準諮問会議の当協会推薦委員が交代
　当協会の企業会計研究会の委員を務める井口譲二氏（ニッセイアセットマネジメント）が、IFRS�

Interpretations�Committee（解釈指針委員会）のメンバーに転出した熊谷五郎氏（みずほ証券）の後

任として、2019年１月１日付けでIFRS財団のAdvisory�Council（基準諮問会議）の委員に就任（任期

３年）します。
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▲

�当協会が提案した開示の充実を図る会計基準の開発がスタート
　2017年11月に当協会は財務会計基準機構の基準諮問会議に対して、「会計方針の判断・見積り」に関

する注記情報の充実を提案しました。同会議での審議の結果、2018年11月12日の第34回基準諮問会議

で、企業会計基準委員会の新規テーマとして、「関連する会計基準等の定めが明らかでない場合に採用

した会計処理の原則及び手続」と「見積りの不確実性の発生要因」について開示の充実を図る会計基準

の開発を提言することが決定されました。さらに、12月13日の第398回企業会計基準委員会で、基準諮

問会議の提言を受けた会計基準の開発に着手することが決定しました。

▲

�「地区交流会」活動状況について
○九州地区交流会（2018年度第３回）

・開催日、場所　：12月７日（金）電気ビル共創館

・勉強会テーマ　：「九州における地域金融機関の経営戦略」

・講師　　　　　：新田町尚人氏　CMA

　　　　　　　　　（九州産業大学商学部 講師）

・参加者　　　　：22名

　勉強会終了後に懇親会を開催しました。

▲

�講演要旨を協会ウェブサイトに掲載しました
①「グローバル時代の投資戦略―世界経済の構造変化を捉える」（10月24日開催）
　講師：荒武秀至氏　CMA（三菱UFJ国際投信　戦略運用部　チーフエコノミスト）

②「日銀異次元金融緩和の行方―『伝統派VSリフレ派』バトルは最終章へ―」（11月７日開催）
　講師：白川浩道氏（クレディ・スイス証券　マネージング・ディレクター　副会長　経済調査本部長）

③�「アジア太平洋地域におけるデジタル決済社会に向けた取組み―オーストラリアとシンガポールを中
心に―」（11月15日開催）

　講師：江崎和子氏（みずほ証券　市場情報戦略部　上級研究員）

④「世界景気を制するのは米国か中国か―混乱する経済報道をグラフで整理する―」（11月20日開催）
　講師：藻谷俊介氏（スフィンクス・インベストメント・リサーチ　代表取締役　エコノミスト）

◆�検定会員、個人賛助会員、一般会員及び法人・法人賛助会員の役職員の方は、協会ホームページ＞専

門性を高める＞セミナー・講演会・大会＞セミナー・講演会の要旨から無料で閲覧・ダウンロードで

きます。非会員の方も有料で閲覧・ダウンロードできます。
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▲

�動画を協会ウェブサイトに掲載しました
ロバート・マートン教授特別講演会（11月14日開催）

「金融イノベーションと金融サイエンス―資産運用の在り方と低金利環境へのチャレンジ―」
・講師：ロバート・マートン氏（マサチューセッツ工科大学スローン・スクール・オブ・マネジメント

　　　　特別教授、ハーバード大学　名誉教授、ノーベル経済学賞受賞（1997年））

・解説：本多俊毅氏（一橋大学大学院経営管理研究科教授、日本ファイナンス学会副会長）

・対談　　：�講演に先立ち行われたマートン教授と前原専務理事の対談をFacebookで公開しました。

また本対談はYouTubeでも配信しました。

・講演動画：�初めてのノーベル経済学賞受賞者の講演につき、講演の動画配信を行いました。また、会

員向けに本動画を３分割しYouTubeでも配信しました。

▲

�PB関連セミナーの動画、講演要旨を協会ウェブサイトに掲載しました
＜PB補完セミナー＞

「一歩先行く事業保険スキーム　法人・ファミリーの全体最適を目指して―特例事業承継税制、相続法
改正との親和性―」（2018年11月15日開催）
　山崎博之氏（エヌエヌ生命保険　シニアPB）

◆�検定会員、個人賛助会員、一般会員及び法人・法人賛助会員の役職員の方は、協会ホームページ＞プ

ライベートバンカー資格＞セミナーとスクール＞要旨と動画申込から有料で視聴・ダウンロードでき

ます（会員、非会員で別料金）。

３．委員・会員の異動（敬称略）▲
�委員の異動

　○産業研究会（11月１日）
　委員の任期（２年）が10月末をもって満了となり、次の方々が改めて委員に委嘱されました。

　　　座　長　　許　斐　　　潤　　野村證券　CMA

　　　委　員　　市　坂　立　也　　みずほ証券

　　　　同　　　牛　窪　恭　彦　　みずほ銀行　CMA

　　　　同　　　澤　嶋　裕　希　　三井住友トラスト・アセットマネジメント　CMA

　　　　同　　　高　橋　和　宏　　大和証券　CMA

　　　　同　　　髙　山　進一郎　　三菱UFJ銀行

　　　　同　　　勅使河原　　充　　朝日ライフアセットマネジメント　CMA

　　　　同　　　中　野　次　朗　　日興アセットマネジメント

　　　　同　　　西　尾　友　宏　　明治安田生命

　　　　同　　　村　松　高　明　　SMBC日興証券
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　　　　同　　　森　田　正　司　　岡三証券　CMA

　　　　同　　　山　田　能　伸　　ドイツ証券

▲

�会員の異動
○新入会者（2018年11月中、五十音順、勤務先は同意のあった方のみ掲載）
　　　検 定 会 員

　　　法 人 会 員
　ティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社

○退会・会員資格喪失（2018年11月中、五十音順、同姓同名の場合は会員番号も記載）
１．定款第12条第１項第１号による退会・会員資格喪失
＜会費完納者＞
検定会員 石橋　和明 柴田　幸雄 辻　隆弘 松本　尚武

江口　潤　4750 杉山　徹 戸塚　直樹 村田　尚也
江崎　一生 関戸　敦史 堂満　克彦 森上　光
川本　進 高須　啓太 中尾　淳 山口　匠
木下　雅一 巽　吉弘 藤村　薫 山田　敏彦
倉町　修平

＜上記以外＞
検定会員 中井　規子 林　行男

２．定款第12条第１項第３号による退会・会員資格喪失
検定会員 植本　崇

アーミテージ　弘子 Insight�Investment�International�
Limited

井戸　秀哉 ベイビュー・アセット・マネジメン
ト株式会社

今井　恒太郎 千代田興業株式会社
岩瀬　正泰 大和証券株式会社
大倉　茂樹 三菱UFJ モルガン・スタンレー証

券株式会社
大澤　輝彰 株式会社三井住友銀行
大澤　光博 三井住友信託銀行株式会社
奥山　吉樹
加藤　亘
神田　敬植 独立行政法人国際協力機構
菊地　和浩
齋藤　秀樹
サムットセーン　万里沙 CLSA証券株式会社
澤　健介 澤健介公認会計士事務所
椎名　哲男 有限会社保険ショップ旭
信田　真孝
蔀　佳太 三井住友ファイナンス＆リース株式

会社
高津　柊人
竹下　和希 大和証券株式会社
多田　敦

谷口　翔紀 みずほ証券株式会社
塚原　直起 みずほ証券株式会社
辻　隆司 第一生命保険株式会社
蔦井　美貴
津田　道生
筒井　瑞貴 株式会社ゆうちょ銀行
鶴田　涼平 株式会社みずほ銀行
中原　佑磨 株式会社池田泉州銀行
中村　健太郎 株式会社山口銀行
福田　紫月 J.P. モルガン・アセット・マネジメ

ント
古川　圭也
牧野　真義 野村證券株式会社
水沼　理沙
宮木　紀嘉 住友生命保険相互会社
宮本　真依
持田　智裕
森　直樹 鹿児島相互信用金庫
森岡　克好 株式会社りそな銀行
森岡　夏海 ベイカレントコンサルティング株式

会社
山崎　弘久 大和証券株式会社
渡邊　成昭 株式会社ゆうちょ銀行
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○会員状況（2018年11月30日現在）

個人会員（検定会員）（一般会員） 法人会員 賛助会員（法人賛助会員）（個人賛助会員） 合計

27,483� (27,402) (81) 214 163 (134) (29) 27,860�

個人会員の皆さまへ

マイページをぜひご活用ください！！
まだマイページを取得されていない検定会員・一般会員の方は、以下の方法で手続きしてください。

■マイページの取得方法
　協会ホームページ（https://www.saa.or.jp/）の「会員手続について」または「会員手続関連」
の「会員の各種手続き」　⇒　「マイページ取得手続き」から
■マイページ取得者限定のメリット（24時間利用可能）
⑴証券アナリストジャーナル論文ダウンロード（無料）
⑵講演会・セミナー等の要旨ダウンロード（無料）
⑶講演会・セミナー等の動画配信閲覧（会員割引価格）
⑷IRミーティング、講演会・セミナーの簡易申込が可能（連絡先等が入力不要）
⑸年会費のクレジットカード支払や入金確認メールの受信、入金状況の確認が可能
⑹インターネット上でご自身の登録状況が確認でき、住所変更や同意情報の変更が可能
⑺継続学習のクレジット登録が可能

＜照会先＞　会員担当　E-mail:member@saa.or.jp　TEL：03-3666-1411


